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東日本大震災で被災された皆様に
心からお見舞い申しあげます。

　東日本大震災では、多くのボランティアが活動されており、その活動に大きな期待が寄せられます。
　一方、ボランティア活動が被災地の人々や他のボランティアの負担や迷惑にならないよう、一人ひとりが自分自
身の行動と安全に責任を持つ必要があります。

災害ボランティア活動の心得

１．被災地へ行く際は、事前に現地の災害ボランティアセンターに連絡し、被災地の情報収集を行い、
ボランティア活動への参加方法や注意点について確認しましょう。

２．被災地での宿泊先や水、食料、その他身の回りの物は、被災地の状況に合わせて手配しましょう。
また、ボランティア保険に加入しましょう。

３．被災地に到着した後は、必ず災害ボランティアセンターを訪れ、ボランティア活動の登録を行いま
しょう。

　なお、向日市社会福祉協議会では、被災した宮城県（多賀城市、塩竈市、山元町）の災害ボランティアセンター
へ運営支援のため職員を派遣しました。
　現地では、被災地域の状況把握やボランティア要請の受付及び調整、また避難所の炊き出しに係る申出のマッチ
ングなどを行いました。
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保
健
・
医
療
・
介
護
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取

組
み
を
進
め
、
新
た
な
課
題
や
地

域
支
援
に
対
し
て
も
積
極
的
な
福

祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
そ
の
家

族
の
様
々
な
相
談
や
個
別
支
援
に

対
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
・
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
、
必
要
な
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、情
報
誌
の
発
行
、

講
座
等
を
開
催
し
、
啓
発
及
び
人

材
養
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　
利
用
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
良
質
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

介
護
職
員
の
資
質
向
上
と
事
業
運

営
の
透
明
性
、
中
立
性
、
公
正
さ

の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
自
律
し

た
経
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
価
値
観
の
多
様
化
や
住
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
単
身
世
帯
や
高
齢

者
世
帯
が
増
え
て
家
庭
や
地
域
社

会
の
あ
り
方
が
様
変
わ
り
し
、
見

守
り
や
支
え
合
い
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
社

協
は
、
地
域
社
会
の
解
決
す
べ
き

問
題
を
発
見
し
、
住
民
の
自
主
的

活
動
や
協
働
事
業
な
ど
を
組
織
し

て
、
地
域
支
援
の
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年
の
第

２４

２
次
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を

策
定
す
る
た
め
、
市
民
及
び
福
祉

関
係
者
が
参
画
し
た
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、
市
の
「
地
域
福
祉
計

(

画
」 
平
成
　
年
～
　

)年
 と
の
整

２３

２７

合
性
を
図
り
な
が
ら
計
画
策
定
に

取
組
み
ま
す
。

 

 

 

 

　
高
い
公
益
性
を
有
す
る
本
会
は
、

平
成
　
年
度
　
事
業
計
画

２３

●
基
本
方
針
●

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
策
定

1

相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
・
拡
大

4
介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
経
営

5

　社会福祉協議会は、市民の皆様が共に支えあい、その人らしく、安心して暮
らせるまちを目指して事業を行っています。
　その事業運営のためには、皆様からの会費が欠かせないものとなっています。
　一人でも多くの方に活動の趣旨をご理解いただき、会員に加入していただけ
るよう、お願い申しあげます。

☆子育て支援事業
☆障がい児・者ふれあいレクリエーション
☆地区社会福祉協議会（地区社協）への支援
☆ひとり暮らし高齢者への防災・福祉合同パトロール
☆敬老祝品の贈呈
☆福祉団体への支援（老人クラブ、障がい者団体、その他の福祉団体）
☆福祉資金の貸付

会費には、次の種類があります。

会費は、次のような事業に使わせていただきます。

（世帯の皆様を対象に）

一般会員……一口 ５００円
特別会員……一口 ３,０００円
（向日市内の企業・団体の事業所、会社、
商店などの皆様を対象に）

賛助会員……一口 ５,０００円
（福祉のまちづくりにご賛同いただく
篤志家の皆様を対象に）

名誉会員……一口 １０,０００円
＊会費口数には制限はありません
＊自治会・町内会組織のない、また所
属されていない方でもご加入いただ
けます。
　お問い合わせ先
　　　　総務係　電話９３２－１９６０

平成２３年度  会員募集のお願い

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

●
重
点
目
標
●

みんなで進める地域の福祉

地
域
福
祉
の
推
進

2

子育て交流

小学生へのボランティア体験教室
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助
成
金
額

　
上
限
５
万
円

※
希
望
団
体
が
予
定
数
を
上
回
る

場
合
や
募
金
額
の
増
減
な
ど
に

よ
り
、
１
団
体
あ
た
り
の
配
分

額
に
つ
い
て
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

交
付
日

　
平
成
　
年
　
月
下
旬

２３

１２

　
市
内
の
福
祉
関
係
団
体
等
が
行

う
地
域
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の

地
域
福
祉
推
進
事
業
に
対
し
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
団
体
の
運
営
費
用
を

除
き
ま
す
。

募
集
期
間

　
平
成
　
年
９
月
１
日
（
木
）

２３

　
～
９
月
　
日
（
木
）

１５

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
※
土
・
日
曜
日
除
く

平成２３年度

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
配
分
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　平成８年から毎日続いている朝（６時４５分
～７時）のラジオ体操があります。
　最年長８９歳の女性は「犬の散歩している時
に自ら声をかけて参加した。仲間ができて
嬉しい。」ひとり暮らしの女性は「近所とあま
り交流がない。朝みんなと体操することで
１日の生活の張りができた。」と話されます。
　各自が無理なく参加して、健康や料理など
のお喋りをしているところも素敵です。時
にはランチをしたり、お出かけすることもあ
るそうです。
　またお金を出し合い、清掃道具を揃えて公
園掃除をされるなど、自発的な活動だからこ
そみなさんの意識は高く、そこが魅力です。
　世話役の藤原さんは「地域のみなさんと公
園いっぱいで体操できれば。」と抱負を語ら
れます。

深
田
川
公
園
　
朝
に
地
域
で
ラ
ジ
オ
体
操
！

＊
応
募
方
法

　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、①
回
答
②
氏
名

③
住
所
④
今
回
号
で
特
に
関
心
が
あ
っ
た

記
事
（
複
数
回
答
可
）
⑤
「
福
祉
パ
レ
ッ

ト
」を
読
ま
れ
た
感
想
を
書
い
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

＊
締
め
切
り

　
平
成
　
年
８
月
１
日
（
月
）
ま
で
必
着

２３

＊
送
り
先

　
〒
６
１
７－

０
０
０
２

　
　
　
向
日
市
寺
戸
町
西
野
辺
１
の
７

　
　
　
向
日
市
福
祉
会
館
内
　
総
務
係

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ９
３
３－

４
４
２
５

下記の２つのイラストには、まちがいが５つあります。
さがしてこたえてください！

まちかどウォッチン

撮影：平成２３年５月９日（月）

まちがいさがしクイズ

くらしの資金（夏期）
のお知らせ
　疾病や失業等により、一時的に
お金のやりくりに困ったり、緊急
に資金を必要とする世帯のために、
「くらしの資金」の相談を受付けま
す。

７月１日（金）～１４日（木）
午前９時～午後４時
（土・日曜日を除く）◎要予約

１世帯あたり１０万円以内
●ご相談は、地域福祉係
　（電話９３２－１９６１）まで。

受 付 期 間

貸付限度額
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あなたも考えよう！

高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者がががががががががが安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心ししししししししししてててててててててて暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららせせせせせせせせせせ高齢者が安心して暮らせるるるるるるるるるるる
　社協では自治会・民生委員・地区社協・ボランティアなどの関係者が集まり、高齢者見守り活動を推進していく
ことについて話し合いをしています。

　「だれにも気づかれずに自宅でゴミに埋もれて孤独死されている」「認知症で自宅に帰ることができなくなってし
まう」「少し離れた身内は無関心、火の元が心配なんだけれど」

　①地域に高齢者が増えてくる中で

　地域とひと言で言っても個性があります。その個性を生かしながら隣近所
でできること、気の合う仲間でできること、町内会でできることなどを少しみ
んなに声を掛けながら考えてみましょう。

　複雑多様化する社会システムのなかで高齢者は取り残されがちです。地域福祉を推進することは隣近所で少し困
りごとや悩み事の相談ができる人がいることで、悪徳商法の被害に会わず、制度・施策や民間サービスをうまく活
用して、安心して生活することができる地域づくりを目指すことです。

　②見守り支え合える日常生活エリアでの隣近所のお付き合い

　③自発的に「地域福祉＝楽しく交流」、やさしさの輪を地域に広げる

樫

樫 地域づくりのための協働の取り組みって？

行政や介護サービスだけでは解決できない。

高齢者見守り活動を地区社協・ふれあいサロン・地域
サポーターが取り組み、そこから見えてきたこと

地域の孤立しがちな高齢者の方が笑顔になるために！

ちょっとゴミ出しのお手伝い

茶飲み友達を作ろう！

唱歌を歌ったり、カラオケしたり

いろんな作品づくりに挑戦！

　去る３月１９日、市内の区・自治連合会を通じて、町内会長の皆さんに
参加を呼び掛け、５６人がこれからの地域づくりについて語り合いました。
グループに分かれて「地域づくりで大切にしたいこと」「私が心配してい
る地域の課題」をポストイットに書き出し、みんなで地域づくりの「ス
ローガン」を考えました。

福祉で地域づくり研究集会【報告】

～自治会・町内会のこれからを語りました～

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
…

●住んでいる自治会・町内会の現状について
　「地域のつながりがあり、役員等を通して助け合える関係がある。」３３％
　「いろいろと取り組みはあるが、隣近所の助け合いはあまりない。」３３％
　「取り組みも少なくなり、あまり必要性が感じられなくなってきている。」１８.５％
　その他に「自治会が無い」「自治会が無くなった」という回答がありました。
●自由記述から
　・「地域で若い人との関わりをつくっていきたいが、なかなか参加してもらえない。いい方法はないか？」
　・「研究集会を開催されたことは意義がある。継続性を持って取り組むことで助け合えることが増えてくるのでは。」
　・「地域で人とのつながりをつくるには悩みが打ち明けられる場が必要と思われる。また人と人との絆をつくるに

は本音を話し合える度量もいる。」

4グルー
プでは「

助け合
い！！」

方りあの域地

手づくり

作品の一例
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平
成
　
年
２
月
　
日
（
水
）

２３

２３

に
向
日
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
向
福
グ
ル
ー
プ
」
様
か
ら

車
い
す
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
車
い
す
は
、
一
時
的
に

車
い
す
が
必
要
な
方
へ
の
貸
出

し
用
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 向
福
グ
ル
ー
プ
様
か
ら

「
車
い
す
２
台
」
寄
贈

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『福祉サービス利用援助事業』
のご案内

◆書類の整理や手続きが不安
・市役所や銀行などの書類の内容や書き
方、手続きがわからない

樺

竃

株

蒲

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

善行を奨める会　恒田　三千雄 １０,０００円

向日市中央公民館 木曜生花クラブ  様 １０,０００円

向井　一恵 １０,０００円

善意のご寄付ありがとうございました。
（平成２３年２月１１日～平成２３年５月１９日）

　ボランティア募金箱の設置にご協力ありがとう

ございました。

　２８,６６２円の募金が集まりました。

オカダ酒店／神崎屋／キッチンタロー／麒麟園／
向陽ゴルフセンター／タックメイト万源／中華料
理ほあんほあん／なかの食品／野村龍酒店／はな
こ／フォレノワール／ライフシティ東向日／洛園

こんな時は、ご相談ください

書類の整理や手続きをお手伝いします。

◆お金の管理が不安
・銀行でのお金の出し入れが不安
・お金を使い過ぎてしまう
・税金や家賃、電気、ガス代などの支払
いができているか確認して欲しい

利用者と同行または代行し、金融機関の手続きを

お手伝いします。

各種支払いの確認や生活費の使い方を一緒に考え

ます。

◆福祉サービスを利用したい 福祉サービスの種類や利用手続きについて説明し

ます。

◆通帳やはんこ・年金証書など
の大切な物の保管が不安

社協の金庫で保管します。

・通帳やはんこは、銀行の手続きを行う際に生活

支援員【注１】が利用者のもとへ持参します。

　※預かり保管のみの利用はできません。

注１：利用者が必要とする内容・頻度に応じて訪問し、お手伝いする職員。

福祉サービス利用援助事業は、利用者の意思に基づいて支援を行います。くわしくは、
地域福祉係までご相談ください。
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「「「「「「「「「「デデデデデデデデデデイイイイイイイイイイササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビスススススススススス・・・・・・・・・・デデデデデデデデデデイイイイイイイイイイケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアっっっっっっっっっってててててててててて「デイサービス・デイケアって、、、、、、、、、、、

どどどどどどどどどどんんんんんんんんんんななななななななななととととととととととこここここここここころろろろろろろろろろ？？？？？？？？？？どんなところ？」」」」」」」」」」」

◆ご本人
　毅「デイサービスは“お年寄りの行く所”というイメージが強く、抵抗があった。
　　でも、行ってみたらお風呂が気持ち良く、スタッフも来られている方も明るく優しい。
もっと早く行っておけば良かったと思った。」（８０代　女性）

　毅「車いすでも、お風呂に肩まで浸かれるのが嬉しい。」（９０代　女性）
　毅「デイケアで教えてもらった体操を家でもやっている。」（７０代　男性）
　毅「デイケアに行くと、いろいろな病気や悩みを持っている方が多く、自分だけがしんどい
のではないと思えるようになった。」（７０代　女性）

　毅「今まで人前で歌をうたうことなんてなかったが、デイサービスのカラオケに
　　思いきって挑戦したら、楽しく、今では趣味のひとつになった。」（７０代　男性）

ご利用の方
の感想を聞

いてみまし
た

　向日市社協居宅介護支援事業所では、向日市在住の要介護１～５までの
２２１名（Ｈ２３年４月現在）の方の居宅介護計画（ケアプラン）を作成しています。
　全体の６７.９％の方がデイサービスやデイケア（通所サービス）をご利用で、
最近では、初めて介護保険のサービスを利用される方でも「デイサービス
（デイケア）に行きたいのだけれど…」と言われる方が多くおられます。
　そして、そのほとんどの方が「興味はあるけれど、どんな所だろう？」
と不安な気持ちがあり、また、すでに何らかのサービスをご利用の方も「ほ
かの人は、どんなサービスを使っているのだろう？」と他のサービスに高
い関心を持っておられます。
　今回は、デイサービスやデイケアをご利用の方や、そのご家族の“デイ
サービス・デイケアに行ってみて”の感想をいくつかご紹介します。

　初めてのご利用で満足される方もあれば、「なかなかなじめない。」「雰囲気が合わない。」「話の合う方がいない。」
と悩まれている方もあります。
　最近は、ほとんどのデイサービス・デイケアで体験利用が可能なため、最初に体験されることをお勧めしていま
す。また、ご利用になられてからも、曜日や事業所の変更は可能です。
　ケアマネジャーは、ご本人やご家族の“こうなりたい”“こういうふうに生活したい”というイメージに近づける
よう、一緒に検討いたします。

◆ご家族
　毅「朝は本人の身体が硬く、ベッドから起こすのも大変だが、デイサービスから帰って来る
と、入浴や体操で身体がほぐれるのか、手足が動かしやすいように思う。」（70代の夫を
介護）

　毅「デイサービスでの様子は、本人に尋ねてもくわしくは分からないが、帰って来てニコニ
コしているのを見ると、楽しかったのだと思う。本人も嫌がらずに行っているので、続け
ていきたい。」（70代の妻を介護）

　毅「出かける時には身だしなみに気を配り、帰って来ると、仲良くなった方の話しをしてい
る。家ではしんどそうにしているのに、と不思議。」（80代の母を介護）
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知って得する認知症　第２回

く
、
こ
れ
は
自
信
喪
失
や
怒
り
、
う
つ
状
態
に

つ
な
が
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
症
状
を

き
っ
か
け
に
、
人
間
関
係
や
家
族
関
係
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
、
あ
ら
た
な
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

～だれもが安心して暮らせるまちづくりをめざして～
　「
認
知
症
」
に
つ
い
て

の
誤
解
や
偏
見
を
な
く

し
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、４
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。
前
回

は
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た

が
、今
回
は
そ
の
症
状
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　
ま
ず
、「
認
知
症
」と

「
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
」

の
違
い
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。
違
い
は
脳
機

能
の
低
下
速
度
に
あ
り

ま
す
。
認
知
症
の
場
合
、

短
期
間
に
急
激
に
脳
の

機
能
が
低
下
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、一
方
老

単なる物忘れ認知症
ありなし物忘れの自覚
一部を忘れるすべてを忘れる体験の記憶
見られない見られるようになる性格の変化
わかるわからなくなる場所や時間の把握
わかるわからなくなる親しい人や行きつけの場所

化
に
よ
る
機
能
の
低
下
は
ゆ
る
や
か
で
す
。

　
認
知
症
の
症
状
に
は
、記
憶
障
害
、見
当
識
障
害
、

理
解
・
判
断
力
の
低
下
、
実
行
機
能
の
低
下
な
ど
が

あ
り
、
ま
わ
り
で
起
き
て
い
る
現
実
を
正
し
く
認
識

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
人
の
性
格
や
生

活
環
境
、
家
族
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら

み
合
い
、
不
安
・
焦
燥
、
う
つ
、
幻
覚
・
妄
想
、
徘

徊
、
暴
力
、
不
潔
行
為
…
な
ど
日
常
生
活
へ
の
適
応

不
順
が
起
こ
り
ま
す
。

　
本
人
は
認
知
症
状
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
が
多

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘルルルルルルルルルルルルルルルルルパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーととととととととととととととととと

ヘルパ
ーと 

とととととととととととととととととももももももももももももももももも
　　 

ともにににににににににににににににににに

パパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトト
11111111111111111

パート
1999999999999999999

　
今
回
ご
紹
介
す
る
橋
爪
さ
ん
は
、
ヘ
ル

パ
ー
が
訪
問
す
る
と
、「
は
い
、ど
う
ぞ
！
」

と
明
る
く
優
し
い
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、「
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
」
と
い
う
雰

囲
気
で
、
橋
爪
さ
ん
の
そ
ば
に
い
る
と
誰

も
が
ほ
ん
わ
か
と
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。

　
ご
本
人
は
、
昭
和
５
年
佐
賀
県
生
ま
れ

で
、
お
仕
事
は
、
電
動
ミ
シ
ン
で
着
物
の

小
物
作
り
を
　
年
間
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

１６

た
。「
こ
の
仕
事
が
大
好
き
で
、趣
味
が
仕

事
だ
っ
た
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。　
歳
７５

ま
で
他
の
仕
事
も
さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
も

元
気
な
働
き
者
」
で
し
た
。
そ
の
頃
に
右

膝
が
悪
く
な
り
、
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
年
前
に
ご
主
人

が
他
界
さ
れ
、
今
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で

す
が
、
明
る
く
意
欲
的
に
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
所
の
方
に
は
、
ご
自
分
で
出
来

な
い
ゴ
ミ
出
し
な
ど
を
助
け
て
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
爪
さ
ん
の

室
内
は
、
趣
味
の
ち
ぎ
り
絵
が
き
れ
い
に

飾
っ
て
あ
り
、
ほ
っ
と
癒
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
　
年
２
月
に
右
変
形
性
膝
関
節
症

１８

の
人
工
関
節
置
換
手
術
を
受
け
ら
れ
、　１０

月
に
再
手
術
の
後
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
転

院
、
２
か
月
後
に
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
２

年
後
に
右
膝
に
菌
が
入
り
７
回
の
手
術
に

耐
え
、
苦
し
い
リ
ハ
ビ
リ
を
３
か
月
頑

張
っ
て
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
退
院
後
は
、

主
治
医
か
ら
聞
い
た
自
宅
で
で
き
る
足
踏

み
や
、
ポ
ー
ル
を
膝
に
は
さ
ん
で
力
を
入

れ
る
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
毎
日
続
け
ら
れ
、
週

１
回
訪
問
の
理
学
療
法
士
か
ら
も
指
導
を

受
け
、
今
で
は
杖
な
し
で
室
内
を
歩
行
さ

れ
る
ま
で
回
復
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、「
会
い
た
い
人
が

い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
階
段
を
１
人
で
降

り
、
杖
１
本
で
歩
い
て
会
い
に
行
く
の
を

目
標
に
し
て
い
る
」
と
意
欲
的
に
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
は
早
寝
早
起
き
、
一
日
三
食

き
ち
ん
と
食
べ
る
な
ど
を
実
践
し
、
健
康

維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。「
自

分
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
」「
く
よ

く
よ
し
て
も
仕
方
が
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ま
だ
思
う
よ
う
に
体
が
動
か
な
い
の

で
す
が
、
調
理
や
洗
濯
、
片
付
け
、
布
団

干
し
な
ど
を
ご
自
分
で
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
退
院
後
の
平
成
　
年
４
月
か
ら
ヘ
ル

２２

パ
ー
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

ご
自
分
で
出
来
な
い「
入
浴
介
助
と
買
物
、

通
院
介
助
」で
す
。ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
に
つ

い
て
橋
爪
さ
ん
は「
い
つ
も
１
人
で
悩
む

よ
り
、ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
色
々
な
話（
心
配

事
や
楽
し
い
事
、悩
み
事
）を
親
身
に
な
っ

て
聞
い
て
も
ら
い
、気
が
晴
れ
勇
気
付
け

ら
れ
る
。ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽

し
く
１
日
が
過
ご
せ
る
」と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
橋
爪
さ
ん
を
ヘ
ル
パ
ー
は
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

前向きに生きる

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

橋爪　睦子さん（８１歳）

リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る
橋
爪
さ
ん

ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
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　向日市社協の広報誌「福祉パレット」は、市民の皆様から寄
せられた善意の「赤い羽根共同募金」の配分金を財源として、
年に３回（３月・７月・１１月）発行しています。
　今後も市民の皆様に関心と親しみを持って読んでいただけ
るよう、紙面の充実に努めてまいりますので、「福祉パレット」
に対するご意見やご感想、ご要望等を、お気軽にお寄せくださ
い。

932崖1960総 務 係
932崖1961地 域 福 祉 係
932崖1990障がい者地域生活支援センター
921崖1550地域包括支援センター
931崖3294デイサービスセンター
932崖1968ホームヘルプセンター
931崖3030居宅介護支援センター
931崖3322福 祉 会 館

お
問
い
合
わ
せ
先

向日市社協の広報誌「福祉パレット」に関するお知らせ

（愛称：むつみん）

No.123

日　時　 平成２３年７月３０日（土）
　　　　　　午前の部　１０時３０分上映（１０時開場） 
　　　　　　午後の部　１時３０分上映（１時開場）

会　場　 向日市民会館ホール
　　　　　　（向日市寺戸町中ノ段１７－１）

第２回子ども映画会

入場チケットについて
　７月１４日（木）から向日市福祉会館２階で
　無料配布（土・日曜日も実施）
　　※受付時間：午前９時～午後５時
　　※お1人につき３枚まで配布
　　※配布はなくなり次第終了します

お問合せ　向日市社会福祉協議会　９３２－１９６０

この上映会は、皆様からいただく会費と寄付金で運営されています。

「「トイ・ストーリトイ・ストーリーー33」」


